
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

基盤研究(B)（一般）

2016～2014

大規模データ時代のビジネスアナリティクス手法に関する基礎的研究

Fundamental study on business analytics technologies on big data era

４０２８７９６７研究者番号：

後藤　正幸（Goto, Masayuki）

早稲田大学・理工学術院・教授

研究期間：

２６２８２０９０

平成 年 月 日現在２９   ６ １５

円    12,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，大規模かつ多様なビジネスデータの分析技術（ビジネスアナリティク
ス）の体系化と深化を研究の目的とし，様々なビジネスデータに対応した分析モデルの提案と評価を行った．具
体的には，１）ECサイトのデータベース情報を対象とした情報分析技術の開発，２）テキストデータとして蓄積
されるマーケティング情報の分析技術の開発，３）情報推薦のための統計モデルの開発，４）情報検索や推薦の
技術を活用したWebマーケティングモデルの理論解析，５）高次元かつ疎な大規模データを対象とした分析手法
の開発，６）プライバシー保護データ解析の方法論の開発，などの個別研究課題を軸として研究を推進した．

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to develop and deepen large-scale and diverse
 business data analytical technology (business analytics), propose new analytical models 
corresponding to various business data.
Specifically, we promoted research on the following individual themes: 1) development of data 
analytics technology for database information on EC sites, 2) development of analytical technique of
 marketing information accumulated as text data, 3) development of statistical model for recommendar
 systems, 4) Theoretical analysis of Web marketing model using information retrieval and 
recommendation technology, 5) Development of analytical method for high dimensional and sparse large
 scale data, 6) Development of privacy protection data analysis technology.

研究分野： 経営情報工学
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１．研究開始当初の背景 
近年，インターネットやWeb2.0技術の高度な
発展に加え，スマートフォンやタブレット型PC等
の携帯端末の普及により，消費者の購買行動は
劇的な変化を遂げた．例えば，多くのオンライン
ショッピングサイトでは，特定の製品に対する多
くのユーザコメントを閲覧することができ，多くの
消費者が購買行動の参考としてこの情報を活用
している．このような消費者情報は企業側が発
信する情報よりも影響力が強いため，もはや無
視のできないマーケティングツールとなっており，
その有効活用の方法が模索されている．最近で
は，ビッグデータ，あるいはビジネスアナリティク
スというキーワードで，その重要性が各方面で指
摘されているが，これらのデータは非常に大規
模であると同時に，重要な情報がどこにあるか不
明瞭な極めて希薄なデータであることが特徴で
ある．そのような大規模データに対して，技術的
に解析が可能であり，かつ経営上の観点から有
用な情報を抽出できるような分析手法やモデル
の整備が急務と考えられる． 
一方，このような高度情報化社会を導いた情
報や通信の基盤技術は，膨大なデータを非常
に高い信頼性で送信したり，保存したりするため
に貢献してきた．しかしながら，情報技術はもは
や単なる通信技術ではなく，様々な企業戦略や
ビジネスモデルに則した形で，企業行動の一部
として取り込まれているのが現状である．すなわ
ち，経営学の知見と情報の基盤技術は統合的
に考慮すべきであり，経営的視点を伴った情報
基盤技術の発展が，新たな企業戦略やビジネス
モデルを可能とすると考えられる． 
以上のような観点から，情報技術基盤や大規
模データの取得を前提としたビジネスデータの
分析（ビジネスアナリティクス）の方法の体系化，
並びに分析ノウハウの蓄積と共有が望まれてい
る． 
 
２．研究の目的 
本研究では，大規模データ時代のビジネス

アナリティクスを強力に支援するための情
報分析手法の開発と応用，並びに情報技術と
統計的学習理論の知見を最大限に活用した
Web マーケティング技術の開発と理論的評
価を行うことを目的とする．具体的には， 
（１）EC サイトのデータベース情報を対象

とした情報分析技術の開発と応用 
（２）テキストデータとして蓄積されるマー

ケティング情報の分析技術の開発と応
用 

（３）情報推薦のための先進的モデルの開発
と応用 

（４）情報検索や情報推薦の技術を活用した
Webマーケティングモデルの理論解析 

（５）高次元かつ疎な大規模データを対象と
した分析手法と統計モデルの開発と応
用 

（６） 分散保存される EC サイト上のデータ
を想定したプライバシー保護データ解
析の方法論の開発と評価 

などを研究の軸とし，情報理論や情報数理の
基盤技術を援用した基礎研究と応用研究の
融合を図る． 
 
３．研究の方法 
本研究は，研究代表者がこれまで継続して

きた研究の飛躍的な成果向上を目的として
おり，そのためにまず，これまでに得られて
いる研究成果を体系的にまとめ，一つの区切
りに達している研究成果については，学術論
文として国内外の学会誌への投稿を進めた．
これらの作業を通じて，現在残されている課
題，新たな研究課題を明確化すると共に，周
辺領域の研究成果について広くレビューを
行った．その上で，研究目的で示した（１）
～（６）を本研究の軸として設置し，サブ研
究グループを組織して強力に研究を推進し
つつ，それぞれで得られた研究成果を相互で
補完的に活用するなどの相乗効果を目指し
た．特に，情報工学や情報数理の基礎技術と
経営学や経営工学の実務的知見を統合した
研究アプローチにより，大規模データ時代の
ビジネスアナリティクスを強力に支援する
ための情報分析手法の開発と応用，並びに情
報技術と統計的学習理論の知見を最大限に
活用したWebマーケティング技術の開発と理
論的評価を行った．さらには，複数の企業と
の共同研究を積極的に推進することで，様々
な企業の実データを入手し，実場面で有効と
なる分析モデルの開発や提案手法の評価を
行った． 
 
４．研究成果 
本研究では，様々な対象問題を対象とした

先進的な分析モデルを提案すると共に，広く
実企業との共同研究を推し進め，ビジネス上
で生成される多様なビジネスデータに対し
て提案手法を適用し，その有効性について検
証を行った．具体的には，3 年間の研究を通
じ，次に掲げるような研究成果を得ることが
できた． 
（１）EC サイトの購買履歴データ分析に対し

ては，様々な潜在クラスモデルを駆使し
た分析手法を開発し，実データを用いて
有効性を示した．また，比較的少数のア
ンケートデータと大規模購買履歴デー
タを融合して分析を行う統計モデルを
開発し，実データに応用した． 

（２）テキストデータに関する分析では，
Word2Vec と呼ばれる比較的新しい自然
言語処理モデルを駆使し，Tweet データ
から，主に小売の観点から気象情報と商
品の関係性の分析を行った．また，EC
サイト上に投稿されるテキストデータ
を分析し，様々な応用に結び付ける手法
を開発した． 

（３）情報推薦のための統計モデル開発にお
いては，特にデータ数が十分でない場合
に対応した推薦モデルや購買・評価され
るアイテムのデータの偏りを補正する



推薦モデルを提案し，その評価を行った． 
（４）主に情報推薦を対象とした Web マーケ

ティングモデルの理論解析については，
漸近論的な性能分析を行うと共に，エー
ジェントベースシミュレーションモデ
ルに基づく推薦システムの評価を行っ
た．その結果，これまで明らかとされて
いなかった性質を示すことができた． 

（５）高次元・大規模データの分析モデルと
しては，スパースなデータを扱う際の情
報縮約モデルについて検討を行った．ま
た，購買履歴データと気象データの統合
分析手法として，行列分解を用いる手法
を提案し，実データによる評価を行った． 

（６）プライバシー保護データ分析では，分
散保存されたデータに対する効率的な
分散 SVM による分析手法を提案した．こ
の手法では，お互いのデータを開示し合
うことなく，全体のデータから分類ルー
ルを得ることができる． 

以上の研究を通じ，本研究課題の全般に対
して，想定レベルの研究成果を得ることがで
きた．これらの成果の一部は，すでに学会発
表や論文として発表済みであるが，今後も継
続的に発表の予定である． 
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